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□背景 

カーボンナノチューブ（CNT）は、その特異

な電子状態に由来し、特定の波長において鋭い

共鳴吸収、発光、共鳴ラマン散乱等の光学特性

を示す。これら CNT の光学特性は、CNT が置

かれる環境により変化することが知られてい

る。これまで、分散液における孤立 CNT から

の共鳴波長シフト等が報告されている[1]。こ

れらは、基本的に誘電体効果として説明するこ

とが可能である[2]。 

これに対し、CNT のみからなる凝集膜は、

CNT 間の相互作用により新たな電子状態が現

れ、かつそれがバンドル度などの凝集状態に依

存する可能性がある。しかし、これまで混在す

る金属型 CNT による蛍光消光などのため、そ

の物性は十分調べられていない。 

今回我々は、金属型 CNT を除去し、半導体

型 CNT のみとした CNT凝集膜を作成し、蛍光

活性を得た。このサンプルについて、PLE 

 

（Photoluminescence excitation）、分光透過率、

アンチストークス線を含む共鳴ラマン散乱分

光評価等を行った結果について報告する。 

□実験と結果 

 半導体型 CNTの重水分散液の PLEスペクト

ルと、凝集膜の PLEスペクトルを Fig.1に示す。

凝集膜の蛍光は、分散液に比べ長波長共鳴の発

光成分が増えており、CNT 間の励起子移動が

示唆される。また個々の共鳴波長の長波長シフ

ト、および共鳴幅が広がっているのが観測され

た。 
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